
認知機能の見える化で『脳のリハビリ』を

コグエボは、タブレットを使い「認知機能を測定」し、
遊びながら「脳体力UP」ができるものです。
5つの認知機能が数値化され、脳の活性化を図ります。
また、経過が一目で分かり、意欲向上が期待されています。

認知機能の低下とは？

～5種類の認知機能とは～

①見当識：日時・場所など基本的な状況を把握する力

②注意力：必要な情報に気づき入手し、意識を集中させ持続する力

③記憶力：物事を覚えておき、必要な時に取り出す力

④計画力：状況を予測し最適な計画を考え遂行する力

⑤空間認識力：物体の状態や関係をすばやく正確に把握する力

～日常生活での例～

※コグエボの測定結果は医療診断とはなりませんのでご了承ください。
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認知機能を見える化し、自分の能力を
意識した生活を送ることが大切です。

難しい検査はなし！ゲーム感覚で認知機能低下を予防！
皆さまもコグエボを利用して『脳体力UP』をしてみませんか？

ご希望がありましたらリハビリスタッフまで
お気軽にご相談下さい！

対象：視力障害がなく、要支援1～2、要介護1～2程度の方
※中度以上の認知症や高次脳機能障害の方は、タブレット操作が出来ず、測定・トレーニングはできません。

コグエボ

理解、判断、論理といった認知機能が低下した状態のことで
“物忘れ”“言葉が出ない”“日常的な行動ができない”などの症状が現れます。


